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介護保険は、介護の負担を社会全体で支え合うために

つくられた制度です。

住み慣れた町で誰もが安心して暮らしていくために、

介護保険制度にご協力をお願いします。

足寄町の状況（平成27年９月末）

●人口� 7,254人

●65歳以上の高齢者� 2,670人

� （高齢化率　36.8％）

●要支援・要介護認定者� 500人

� （うち第2号被保険者7人）

介
護
保
険
制
度
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年
に
始
ま
っ
た

制
度
で
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
や

そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組

み
で
す
。

　

〝
介
護
が
必
要
に
な
る
〟
の
は
限
ら
れ
た

人
だ
け
で
な
く
、
誰
に
で
も
そ
の
可
能
性
（
リ

ス
ク
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
多
く
の
人
で
負
担
し
合
い
、
万
が
一
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

い
く
つ
に
な
っ
た
ら
加
入
す
る
の
？

　

原
則
と
し
て
、
本
人
の
希
望
や
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
が
な
く
て
も
40
歳
以
上
の
全
て
の
人

が
加
入
す
る
こ
と
と
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
「
40
歳
以
上

の
人
が
支
払
う
保
険
料
」
と
「
税
金
」
と
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
は
市
区
町
村
と

特
別
区
が
行
い
、
こ
れ
を
都
道
府
県
と
国
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

運
営
者
を
「
保
険
者
」、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
の
こ
と
を
「
被
保
険
者
」
と
い
い

ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
誰
が
利
用
で
き
る
の
？

　

「
被
保
険
者
」
が
実
際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
の
は
、
市
町
村
か
ら
「
介
護

が
必
要
（
要
介
護
・
要
支
援
）」
と
認
定
さ

れ
た
場
合
で
す
。

【
要
介
護
】

　

入
浴
、
排
泄
、
食
事
な
ど
、
日
常
生
活
を

送
る
上
で
基
本
と
な
る
動
作
に
つ
い
て
常
に

介
護
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
状
態

【
要
支
援
】

　

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
の
そ
の
程
度
を

少
な
く
し
た
り
、
悪
化
す
る
の
を
防
止
し
た

り
す
る
た
め
に
特
に
支
援
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
状
態
、
ま
た
は
日
常
生
活
を
送
る
の
に

困
難
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
状
態

　

介
護
保
険
料
は
40
歳
か
ら
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

で
き
る
の
は
65
歳
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
40
～
64
歳
の
人
で
も
「
特
定
疾

病
」
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

「
む
す
び
れ
っ
じ
」
の
建
設
費
は

介
護
保
険
料
で
負
担
し
た
の
？

　

「
む
す
び
れ
っ
じ
」
の
建
設
費
用
は
、
国

や
北
海
道
か
ら
の
補
助
金
と
町
債
な
ど
で
賄

っ
て
お
り
、
介
護
保
険
料
か
ら
は
支
出
し
て

い
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
が
高
く
な
ら
な
い

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

方
が
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ

れ
る
場
合
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
中

で
、
皆
さ
ん
が
高
齢
に
な
っ
て
も
重
度
な
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
で
い
つ
ま
で
も
元
気

で
過
ご
せ
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
介
護
保

険
料
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

若
い
時
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
健
診
受
診
、

介
護
予
防
活
動
（
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
交
流

施
設
で
の
介
護
予
防
活
動
、
生
き
が
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
で
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
介
護
保
険
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
８

役
場
の
北
側
に
で
き
た

「
む
す
び
れ
っ
じ
」っ
て
ど
ん
な
施
設
？

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
か
け
て

建
設
し
た
高
齢
者
等
複
合
施
設
「
む
す
び
れ

っ
じ
」
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
と
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
で

は
な
い
地
域
交
流
施
設
と
生
活
支
援
長
屋
の

４
つ
の
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
な
く
て
も
、

保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
る
の
？

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合

で
も
、
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
「
支
え
合
い
」
の
制
度
で

あ
り
、
現
在
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
く
て
も
、
将
来
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
大
き
な
安
心
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
方
の
自
立
し
た
生
活
を
支
え
、

介
護
す
る
家
族
の
負
担
を
減
ら
す
介
護
保
険

制
度
の
仕
組
み
と
、
そ
の
大
切
な
財
源
と
な

る
介
護
保
険
料
の
役
割
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
と

ど
う
な
る
の
？

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
介
護
保
険

制
度
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、

本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
利
用
者
負

担
の
割
合
が
未
納
期
間
に
応
じ
て
、
３
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
り
す
る
等
の
措
置
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
は

ど
う
や
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
？

　

介
護
保
険
料
は
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
の
人
）
と
第
２
号
被
保
険
者
（
40
～
64

歳
の
人
）
と
で
次
の
通
り
決
定
方
法
が
異
な

り
ま
す
。

【
第
１
号
被
保
険
者
】

　

各
市
区
町
村
が
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
「
介

護
保
険
事
業
計
画
」
の
中
で
決
ま
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
は
、
３
年
ご

と
に
そ
の
市
区
町
村
で
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
、
高

齢
者
人
口
の
推
計
な
ど
を
行
っ
た
上
で
、
所

得
段
階
別
に
保
険
料
額
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】

　

加
入
す
る
医
療
保
険
の
保
険
者
が
定
め
た

介
護
保
険
料
率
を
標
準
報
酬
月
額
に
乗
じ
て

計
算
し
ま
す
。

※
保
険
料
の
負
担
は
、
本
人
と
事
業
主
の
折

半
と
な
り
ま
す
。

高齢者等複合施設「むすびれっじ」施設概要

名　　称 内　　　　容 対　象　者

小規模多機能型
居宅介護

通いや泊り、訪問のサービスを必要に応じて
柔軟に組み合わせて提供します。

要支援、要介護の
認定を受けた方

認知症高齢者
グループホーム

認知症介護が必要になった方が、少人数の中
でなじみの関係をつくり、共同で自立した生
活を送ることで、認知症状の維持・改善を図
ります。

要支援２以上の認
定を受けた認知症
の方

地域交流施設
介護予防のため、運動やカラオケ、料理・編
み物など、さまざまな活動が行えます。

高齢者、高齢者と
の交流等を目的と
する方

生活支援長屋

できるだけ住み慣れた自宅での生活を継続で
きるよう、必要に応じて介護保険等の外部サ
ービスを受けながら、支援が必要な時期に一
時的に生活する施設です。

高齢者、障がい者
など

お答えします�

介護保険のギモン
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ま
ち
の

台
所

平成26年度決算状況

一　般　会　計

地方譲与税
1億3,684万2千円（1.4%)

1億3,635万6千円（1.4%)

道支出金
5億4,163万5千円（5.6%)

5億5,107万4千円（5.6%)

その他
1億2,839万9千円（1.3%)

1億2,837万4千円（1.3%)

繰入金
1億6,749万7千円（1.7%）

1億6,766万5千円（1.7%)

その他
4億1,792万9千円（4.3%)

4億6,043万6千円（4.6%)

町債
16億5,083万0千円（17.0%)

17億2,783万0千円（17.4%)

地方交付税
44億7,663万4千円（46.3%)

44億7,663万4千円（45.1%)

自主財源
20億1,894万2千円（20.8%)

21億0,265万6千円（21.2%)

依存財源
76億7,045万3千円（79.2%)

78億1,697万2千円（78.8%)

96億8,939万5千円

99億1,962万8千円

総務費
9億2,830万3千円（9.8%)

9億6,040万1千円（9.7%)

民生費
14億0,249万9千円（14.8%)

15億0,155万1千円（15.1%)

土木費
11億9,450万2千円（12.6%)

12億3,958万7千円（12.5%)

教育費
12億3,474万9千円 （13.0%)

12億9,278万8千円 （13.0%)

その他
6億9,218万6千円（7.3%)

7億8,738万6千円（7.9%)

農林水産業費
 7億8,277万6千円（8.3%)

 8億7,804万6千円（8.9%)

衛生費
8億0,803万1千円（8.5%)

8億1,925万3千円（8.3%)

公債費
11億8,454万2千円（12.5%)

11億8,456万4千円（11.9%)

職員費
12億5,144万6千円（13.2%)

12億5,605万2千円（12.7%)

国庫支出金
7億3,611万3千円（7.6%)

7億9,670万4千円（8.0%)

94億7,903万4千円

99億1,962万8千円

町税
9億0,368万7千円（9.3%)

9億0,879万6千円（9.2%)

諸収入
5億2,982万9千円（5.5%）

5億6,575万9千円（5.7%）

平
成
26
年
度
の
予
算
・
決
算
状
況
と
27
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
寄
町
の
家
計
簿
を
表
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
。

平成26年度決算状況

まちづくりに94億7,903万3,891円が使われました

主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

地
域
活
性
化
推
進
事
業

３
９
０
２
万
５
千
円

　

「
足
寄
町
住
環
境
整
備
補
助
金
」
新
築
２

件
・
改
築
１
８
５
件
、「
足
寄
町
ま
ち
づ
く

り
活
動
支
援
補
助
金
」
３
件
を
補
助
採
択
し
、

地
域
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

１
９
７
０
万
９
千
円

　

平
成
26
年
６
月
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
（
ふ

る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
金
）
を
さ
れ
た
方
へ

の
お
礼
と
し
て
本
町
の
特
産
品
の
贈
呈
を
開

始
。
平
成
26
年
度
は
３
９
０
５
件
、
５
１
４

６
万
１
５
０
０
円
の
寄
附
金
収
入
を
確
保
す

る
と
と
も
に
本
町
の
特
産
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

高
齢
者
等
複
合
施
設
整
備
事
業

３
億
１
７
０
３
万
１
千
円

　

高
齢
者
等
複
合
施
設
を
整
備
す
る
た
め
、

平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、
建
築
工
事
、
外

構
工
事
、
初
度
備
品
・
消
耗
品
の
購
入
等
を

行
い
ま
し
た
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業１

９
４
１
万
０
千
円

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
北
海
道

が
基
金
を
造
成
し
、
市
町
村
の
雇
用
創
出
事

業
に
助
成
す
る
制
度
で
す
。
本
町
の
４
事
業

（
継
続
１
、
新
規
３
）
が
対
象
と
な
り
、
足

寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が

い
児
・
者
地
域
サ
ポ
ー
ト
ふ
れ
あ
い
、
足
寄

町
農
業
協
同
組
合
に
委
託
し
、
17
人
の
雇
用

創
出
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

町
民
生
活
応
援
事
業１

０
０
０
万
０
千
円

　

平
成
26
年
４
月
に
消
費
税
率
が
５
％
か
ら

８
％
に
上
が
っ
た
こ
と
に
伴
い
プ
レ
ミ
ア
ム

率
15
％
の
商
品
券
を
発
行
し
、
町
内
消
費
の

低
調
化
対
策
を
図
り
ま
し
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
事
業

２
億
１
５
５
３
万
８
千
円

　

本
町
は
農
業
担
い
手
の
高
齢
化
や
減
少
等

に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
、
国
土
の
保

全
や
水
源
か
ん
養
、
良
好
な
景
観
形
成
等
の

多
面
的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中

山
間
地
域
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
農
業
生
産
条

件
の
不
利
を
補
正
す
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業

７
億
３
４
８
１
万
９
千
円

　

老
朽
化
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築

を
行
い
、
衛
生
管
理
の
徹
底
と
効
率
的
で
作

業
性
の
良
い
環
境
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、

食
缶
等
の
初
年
度
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
（
特
別
会
計
）

１
億
８
３
０
１
万
４
千
円

　

街
の
基
幹
的
施
設
で
あ
る
下
水
道
を
整
備

す
る
た
め
、
下
水
道
管
渠
実
施
調
査
設
計
、

下
水
道
管
渠
の
新
設
工
事
、
公
共
升
新
設
工

事
等
を
行
い
ま
し
た
。

上
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）

９
１
９
０
万
８
千
円

　

水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管

の
移
設
・
拡
張
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

足
寄
町
国
民
健
康
保
険
病
院

器
械
備
品
購
入
（
企
業
会
計
）

７
３
３
３
万
５
千
円

　

Ｘ
線
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
、
医
療
オ
ー
ダ
ー

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ほ
か
器
械
備
品
を
購
入
し

ま
し
た
。

１人当たりに使われた
お金の内訳は

収入　1,338,314円
支出　1,309,259円

平成27年３月31日現在
人口　7,240人

（収入）

地方交付税 618,320円
町 債 228,015円
町 税 124,819円
国庫支出金 101,673円
道 支 出 金 74,811円
諸 収 入 73,182円
繰 入 金 23,135円
地方譲与税 18,901円
そ の 他 75,458円

（支出）

民 生 費 193,715円
職 員 費 172,851円
教 育 費 170,546円
土 木 費 164,986円
公 債 費 163,611円
総 務 費 128,219円
衛 生 費 111,606円
農林水産業費 108,118円
そ の 他 95,607円
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平成26年度決算状況

目 的 別 借 入 先 別

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億4,661万０千円 １億2,481万３千円

資本的収支決算額 6,306万４千円 １億2,243万０千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 10億8,870万０千円 11億8,845万７千円

資本的収支決算額 １億1,083万５千円 １億7,602万６千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億3,312万４千円 11億2,733万０千円 579万４千円

簡 易 水 道 3,459万２千円 3,457万７千円 1万５千円

公 共 下 水 道 事 業 ３億9,621万９千円 ３億9,616万８千円 ５万１千円

介 護 保 険 ８億9,864万４千円 ８億8,826万９千円 1,037万５千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 １億4,988万４千円 １億5,342万１千円 －353万７千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億7,515万８千円 ２億7,515万８千円 ０千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億0,838万６千円 １億0,835万６千円 ３万０千円

特　別　会　計

町の財産
土地� 122,028,364㎡
公 の 施 設 1,466,081㎡
宅 地 244,198㎡
山 林 92,415,324㎡
そ の 他 27,902,761㎡

建物� 121,612㎡
学 校 19,281㎡
公 営 住 宅 28,028㎡
そ の 他 74,303㎡

車両� 84台
乗用自動車 20台
軽 自 動 車 ５台
貨物自動車 26台
バ ス 14台
特殊自動車 13台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ６台

基金� 61億1,168万2千円
土地開発基金
 5,362万１千円
その他の基金
 60億5,806万１千円

証券その他の権利
 ２億4,962万９千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　107億7,598万9千円

その他
2億5,670万8千円
その他
2億5,670万8千円

緊急防災・減災事業債
7億5,230万0千円

緊急防災・減災事業債
7億5,230万0千円

都市計画債
4億0,524万4千円

都市計画債
4億0,524万4千円

辺地対策事業債
1億5,661万9千円
辺地対策事業債
1億5,661万9千円

一般土木債
3億4,132万0千円

一般土木債
3億4,132万0千円

公営住宅債
8億5,274万4千円

公営住宅債
8億5,274万4千円

農林水産業債
6億3,164万0千円
農林水産業債

6億3,164万0千円

過疎対策事業債
36億2,258万8千円
過疎対策事業債
36億2,258万8千円

臨時財政対策債
37億5,682万6千円
臨時財政対策債
37億5,682万6千円

財　務　省

92億5,763万7千円

地方公共団体金融機構等
11億2,244万5千円

簡易保険局　1億1,070万5千円

そ　の　他　2億8,520万2千円

平成27年度予算執行状況

8億3,315万0千円

13億0,594万1千円

12億6,341万7千円

13億8,086万2千円

7億7,990万3千円

11億1,313万4千円

15億0,483万2千円

14億2,325万3千円

43億8,773万6千円

6億8,632万0千円

12億0,904万8千円

7億9,924万7千円

4億2,868万5千円

5億7,539万7千円

7億1,818万6千円

2億9,584万0千円
(36％)

2億0,708万3千円
(16％)

5億8,602万7千円
(46％)

1億7,412万6千円
(13％)

2億9,713万8千円
(38％)

5億5,947万4千円
(50％)

3億9,427万6千円
(26％)

5億2,160万4千円
(37％)

30億3,476万0千円
(69％)

1億0,125万3千円
(15％)

0千円
(0％)

7,003万0千円
(9％)

3,856万1千円
(9％)

0千円
(0％)

4億1,384万9千円
(58％)

歳出 予算現額　　　96億0,449万2千円
支出済額　　　30億3,556万8千円(32％)歳入 予算現額　　　96億0,449万2千円

収入済額　　　41億9,452万0千円(44％)

衛生費

総務費

土木費

職員費

教育費

町　債

民生費

その他

地　方
交付税

繰入金

国　庫
支出金

道支出金

公債費

その他

7億9,987万3千円
5億3,606万7千円

(67％)
町　税

諸収入

平成27年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　30億3,556万8千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 １億5,576万4千円 7,320万7千円 6,140万1千円

資本的収入及び支出 １億1,216万8千円 234万7千円 3,935万9千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 12億8,189万4千円 ５億4,093万7千円 ５億5,246万1千円

資本的収入及び支出 7,122万1千円 4,327万7千円 3,550万6千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 12億7,272万８千円 ４億7,376万４千円 ４億7,844万８千円 37.6%

簡 易 水 道 4,076万０千円 443万６千円 1,579万５千円 38.8%

公 共 下 水 道 事 業 ４億6,200万６千円 3,352万６千円 １億3,561万４千円 29.4%

介 護 保 険 ９億0,585万５千円 ３億7,435万４千円 ３億3,861万０千円 37.4%

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 １億9,481万６千円 10万１千円 6,348万６千円 32.6%

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ３億0,011万８千円 7,148万８千円 １億2,330万０千円 41.1%

後 期 高 齢 者 医 療 １億1,356万７千円 3,209万１千円 3,215万８千円 28.3%

特　別　会　計
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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　元気アップ！運動教室「スーパーエクササ

イズ」（町教育委員会主催）が総合体育館で

行われ、26人が参加。これは継続的に運動す

るきっかけを作ってもらうことを目的に実施

されており、参加者は講師の小林永枝さ
んの指

導の下、テンポの速い曲に合わせて体を動か

しながら、心地よい汗を流していました。

11.４ シェイプ・アップ！

　おとなのためのおはなし会（町教育委員会

主催）が町子ども図書室で開催され、読み聞

かせ団体メンバーや子育て中の母親ら14人が

参加。絵本セラピストの石井照江さ
んが「おお

きなかぶ」「ロージーのおさんぽ」などの絵

本を読み聞かせながら、絵本の魅力や読み聞

かせのコツなどを伝えました。

11.10 絵本を楽しむ

　第９回子供まつり（足寄町商工会青年部主

催）が生涯学習館で行われました。会場には

縁日コーナーや売店が設けられた他、ゲーム

やクイズ大会も催されました。また職業体験

も行われ、参加した子どもたちは金づちを手

にミニチュア家作りを体験するなど、会場に

は小さな笑顔があふれていました。

11.９ 40周年の節目を祝う 11.２ 整理収納上手に！

10.25 練習の成果を披露11.８ 笑顔がいっぱい！

　足寄町自治会連合会（大平寅治会長）の創

立40周年記念式典が町民センターで開催され、

関係者など50人が出席。大平会長が「創立当

時１１２カ所あった単位自治会も現在88カ所

となってしまったが、今後も更なる発展のた

め尽力したい」とあいさつ。その後、まちづ

くりについての講演も行われました。

　生涯学習講座「整理収納の習得・クローゼ

ットの整理収納」が町民センターで開催され、

14人が参加。収納整理アドバイザーの徳本里

栄さ
んは「自分のなりたい姿に近づくための整

理」がポイントと話し、その後参加者は雑誌

を切り抜いて自分の好きな服の傾向を知るな

ど、整理収納のコツを学びました。

11.３ 社会教育の振興に貢献
　多年にわたり本町の社会教育委員を務めら

れた後藤悦子さ
ん（南２－２）が北海道永年勤

続功労社会教育委員表彰を受賞されました。

後藤さ
んは平成17年から10年間にわたり地域の

教育活動に熱心に活動された他、本町の生涯

学習推進計画の策定にも携わるなど、女性の

視点から本町の教育の推進に貢献されました。

　第25回町民芸術祭（実行委員会主催）が町

民センターで開催され、１９０人が来場しま

した。ステージには足寄町文化協会のほか、

町内で芸術活動をしている18団体１個人が出

演し、踊りや歌などで日頃の練習の成果を披

露。詰め掛けた観客から大きな拍手が起こり、

おひねりも飛んでいました。

11.15 自慢ののどを披露
　足寄町カラオケ同好会（大須賀白会長）主

催による第37回歳末助け合いカラオケチャリ

ティーショーが町民センターで開催され、町

内外から約３５０人の観客が訪れました。ス

テージでは同会会員らによるカラオケなどが

披露され、観客から大きな拍手が送られてい

ました。
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お

知

ら

せ

開
催
し
ま
す

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
平
成
28
年
足
寄
町
成
人
式

日　

時　

平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

内　

容　

午
後
１
時
～
式
典
（
町
主
催
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
成
人
祝
賀
会

�

（
実
行
委
員
会
主
催
）

　
　
　
　

午
後
３
時　

終
了
予
定

※
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら

そ
の
他　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
は
が
き
に

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

本
町
に
住
民
票
が
無
い
方
で
も
、

参
加
希
望
さ
れ
る
方
や
案
内
は
が

き
の
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

な
お
、
記
念
品
は
、
出
席
報
告
者

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
生
涯
学
習
講
座　

書
き
初
め
大
会

日　

時　

平
成
28
年
１
月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

幼
児
・
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

定　

員　

40
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
教
材
費
等
と
し
て
、

申
込
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

Vol.102

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

日　

時　

１
月
19
日
㈫　

２
月
18
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

参
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－
３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

日　

時　

12
月
15
日
㈫　

１
月
26
日
㈫

　
　
　
　

２
月
23
日
㈫　

３
月
15
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
1
・
２
会
議
室

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

日　

時　

１
月
28
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

持
ち
物　

下
敷
き
、
大
筆
、
中
筆
、
墨
汁
、

す
ず
り
※
持
っ
て
い
な
い
人
は
受

付
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

書
道
や
書
き
初
め
を
あ
ま
り
や
っ

た
こ
と
の
な
い
方
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
書
き

初
め
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
お

し
る
こ
を
食
べ
ま
す
。

　
　
　
　

12
月
25
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学
習
室

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

　

冬
休
み
の
長
期
休
業
中
の
児
童
の
居
場
所

づ
く
り
と
基
礎
学
力
向
上
の
手
助
け
の
た
め
、

冬
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
ん
す
う
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

平
成
28
年
１
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭

　
　
　
　

12
日
㈫
～
15
日
㈮　

６
日
間

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
い
時
間
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

12
月
２
日
㈬
～
15
日
㈫

　

小
中
学
校
作
品
展

12
月
21
日
㈪
～
24
日
㈭

　

北
海
道
新
幹
線
パ
ネ
ル
展

１
月
14
日
㈭
～
28
日
㈭

　

書
き
初
め
大
会
作
品
展

２
月
２
日
㈫
～
16
日
㈫

　

平
成
27
年
度
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣

事
業
パ
ネ
ル
展

２
月
19
日
㈮
～
３
月
６
日
㈰

　

旭
町
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
作
品
展

３
月
９
日
㈬
～
16
日
㈬

　

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

３
月
18
日
㈮
～
27
日
㈰

　

ネ
イ
パ
ル
あ
し
ょ
ろ
展

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ケ
ー
ト
教
室

開
催
日　

１
月
７
日
㈭　

８
日
㈮

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

小
学
生

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

日　

時　

１
月
19
日
㈫
～
21
日
㈭

　
　
　
　

午
後
６
時
45
分
～
８
時
30
分

場　

所　

里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

対　

象　

小
・
中
学
生

●
第
60
回
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

日　

時　

２
月
７
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

場　

所　

里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

※
各
事
業
と
も
申
し
込
み
方
法
等
は
後
日
ご

案
内
し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
新
教
育
委
員

　

任
期
満
了
に
よ
り
、平
成
15
年
10
月
以
来
、

３
期
12
年
に
わ
た
り
本
町
の
教
育
委
員
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
た
丸
山
肇
子
さ
ん

の
退
任
に
伴

い
、
後
任
と
し
て
星
明
子
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

●
年
末
・
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

社
会
教
育
関
係
施
設
の
年
末
・
年
始
休
館

日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
不
明
な
点
は
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー

　
　

12
月
30
日
㈬
～
１
月
５
日
㈫

　

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　

12
月
30
日
㈬
～
１
月
６
日
㈬

　

生
涯
学
習
館

　
　

12
月
30
日
㈬
～
１
月
５
日
㈫

　

総
合
体
育
館

　
　

12
月
30
日
㈬
～
１
月
６
日
㈬

　

温
水
プ
ー
ル

　
　

12
月
29
日
㈫
～
１
月
６
日
㈬

　

動
物
化
石
博
物
館

　
　

12
月
29
日
㈫
～
１
月
６
日
㈬

●
総
合
体
育
館
ト
イ
レ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

総
合
体
育
館
の
ト
イ
レ
改
修
工
事
が
終
了

し
ま
し
た
。
１
階
ト
イ
レ
に
洗
浄
機
能
付
き

洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
障

が
い
者
用
ト
イ
レ
の
一
つ
を
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
に
し
、
幼
児
用
ト
イ
レ
、
オ
ム
ツ
交
換

台
も
設
置
し
た
多
目
的
ト
イ
レ
に
改
修
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
要
望
の
多
か
っ
た
水
飲
み
台
も
１

階
ト
イ
レ
前
に
１
台
増
設
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１
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今
年
も
や
り
ま
す
「
冬
の
博
物
館
」

　

〝
寒
い
冬
を
楽
し
も
う
〟
を
合
言
葉
に
、

今
年
も
「
冬
の
博
物
館
」
を
開
催
し
ま
す
。

恒
例
の
雪
中
化
石
探
検
と
お
な
じ
み
の
ミ
ニ

発
掘
素
材
を
活
用
し
た
「
ミ
ニ
発
掘
ペ
ン
ダ

ン
ト
づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
す
。
世
界
で
一

つ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

１
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　

※
各
日
２
回
の
計
４
回
開
催

定　

員　

各
回
10
人
（
合
計
40
人
）

参
加
料　

５
０
０
円

受　

付　

１
月
７
日
㈭
か
ら

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

図
書
室
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

：

年
末
・
年
始
で
ゆ
っ
く
り
本
を
読
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
お
薦
め
の
本
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

Ａ

：

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に
は
た
く
さ
ん

の
本
が
あ
り
ま
す
。
図
書
室
に
来
て
ゆ

っ
く
り
と
本
を
探
し
て
み
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
が
、
図
書
室
担

当
者
の
お
薦
め
す
る
本
は
、

　

○
池
井
戸　

潤

　

下
町
ロ
ケ
ッ
ト

　
　
　

「
現
在
、
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
大
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
原
作
も
本

当
に
面
白
い
で
す
よ
」

　

○
宇
江
佐　

真
理

　

髪
結
い
伊
三
次
捕
物
余
話
シ
リ
ー
ズ

　
　
　

「
函
館
市
で
執
筆
活
動
を
続
け
ら
れ

た
時
代
小
説
の
名
手
、
宇
江
佐
真
理

さ
ん

が
先
日
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
追
悼
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
」

　

※
他
に
も
毎
月
た
く
さ
ん
の
新
刊
本
が
入

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
図
書
室
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

12
月
19
日
㈯　

２
月
20
日
㈯

　
　
　
　

３
月
19
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

12
月
26
日
㈯　

１
月
23
日
㈯

　
　
　
　

２
月
27
日
㈯　

３
月
26
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

１
月
12
日
㈫　

２
月
９
日
㈫

　
　
　
　

３
月
8
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

乳
幼
児
か
ら
幼
児

詳　

細　

「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

７
４
８
７

新

刊

案

内

●
一
般
書

Ｋ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｓ　

上
・
下�

堂
場　

瞬
一

黒
の
コ
ス
モ
ス
少
女
団�

朱
川　

湊
人

運
命
の
花
び
ら　

上
・
下�

森
村　

誠
一

わ
か
れ�

瀬
戸
内
寂
聴

花
咲
小
路
二
丁
目
の
花
乃
子
さ
ん

�

小
路　

幸
也

ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

�

綿
矢　

り
さ

マ
イ
ン
ド�

今
野　
　

敏

竈
河
岸　

髪
結
い
伊
三
次
捕
物
余
話

�

宇
江
佐
真
理

ギ
ブ
・
ミ
ー
・
ア
・
チ
ャ
ン
ス�

荻
原　
　

浩

霧
（
ウ
ラ
ル
）�

桜
木　

紫
乃

う
ず
ら
大
名�

畠
中　
　

恵

あ
こ
が
れ�

川
上
未
映
子

生
協
の
白
石
さ
ん　

学
び
と
成
長

�

白
石　

昌
則

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ�

石
田　

衣
良

天
国
で
ま
た
会
お
う　

上
・
下

�

ピ
エ
ー
ル
・
ル
メ
ー
ト
ル

嵐�

ル
・
ク
レ
ジ
オ
Ｊ
．
Ｍ
．
Ｇ

優
し
い
鬼�

レ
ア
ー
ド
・
ハ
ン
ト

缶
詰
で
男
の
も
っ
と
え
え
加
減
料
理

�

石
蔵　

文
信

ざ
く
ざ
く
焼
き
菓
子�

真
藤
舞
衣
子

お
ふ
く
ろ
の
味
定
番
１
０
０�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

季
節
の
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ス
基
礎
レ
ッ
ス
ン

�

橋
口　
　

学

縫
い
な
が
ら
覚
え
ら
れ
る
ホ
ー
ム
ソ
ー
イ
ン

グ
の
基
礎
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ�

伊
藤
み
ち
よ

●
絵
本
・
児
童
書

オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン�
大
島　

妙
子

あ
め
ふ
り
く
ま
の
こ�

鶴
見　

正
夫

お
と
の
さ
ま
の
じ
て
ん
し
ゃ�

中
川
ひ
ろ
た
か

お
ふ
ろ
だ
、お
ふ
ろ
だ
！�

わ
た
な
べ
し
げ
お

も
う
ぬ
げ
な
い�

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

く
だ
も
の
と
木
の
実
い
っ
ぱ
い
絵
本

�

ほ
り
か
わ
り
ま
こ

お
は
よ
う
！
し
ゅ
う
し
ゅ
う
し
ゃ�

竹
下　

文
子

き
っ
と
き
っ
と
ま
も
っ
て
あ
げ
る

�

マ
ー
ク
・
ス
ペ
リ
ン
グ

だ
い
す
き
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ

�

フ
ィ
リ
ス
・
ゲ
イ
シ
ャ
イ
ト
ー

し
ゃ
っ
く
り
が
い
こ
つ

�

マ
ー
ジ
ェ
リ
ー
・
カ
イ
ラ
ー

と
も
だ
ち
に
な
ろ
う

�

ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
ハ
ウ
ト

金
の
お
さ
ら�

バ
ー
ナ
デ
ッ
ト
・
ワ
ッ
ツ

が
れ
き
の
な
か
の
小
鳥

�

カ
ー
リ
・
ビ
ッ
セ
ル
ス

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
コ
ー
ト

�

ジ
ム
・
エ
イ
ル
ズ
ワ
ー
ス

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

動
物
化
石
博
物
館
情
報

募
集
し
ま
す

●
雌
阿
寒
太
鼓
打
ち
手
募
集

　

足
寄
雌
阿
寒
太
鼓
保
存
会
（
石
井
政
昭
会

長
）
で
は
、
足
寄
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
雌
阿

寒
太
鼓
の
打
ち
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

和
太
鼓
は
、
打
楽
器
な
の
で
簡
単
に
取
り

組
め
、
リ
ズ
ム
感
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
鼓
演
奏
は
、
全
身
の
筋
肉
を
使
う
た
め
、

体
力
づ
く
り
や
健
康
増
進
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
発
散
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
を
定
例
日
と
し
、
午
後
７
時

か
ら
生
涯
学
習
館
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
小
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
男
女
問
わ
ず
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

石
井
政
昭
さ
ん�
☎
25

－

４
７
５
３

●
無
料
体
験
参
加
者
募
集

　

足
寄
町
文
化
協
会
加
入
の
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

「
ナ
メ
ア
フ
ラ
オ
ヒ
ナ
ノ
」（
髙
橋
雅
代
代
表
）

で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
無
料
体
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ケ
イ
キ
（
こ
ど
も
）
ク
ラ
ス
を

新
設
し
、
お
子
さ
ん
も
マ
マ
と
一
緒
に
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
習
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎

週
月
曜
日
午
後
７
時
か
ら
生
涯
学
習
館
で
例

会
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

髙
橋
雅
代
さ
ん

�

☎
０
９
０

－

６
２
６
４

－

５
０
２
２

●
里
見
が
丘
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

　

12
月
下
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
限
定
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
靴
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
靴
で
の
滑
走

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
滑
走
す
る
際
は
、
手
袋
・
帽
子
を

着
用
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
掲
示
し

て
あ
る
ル
ー
ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
里
見
が
丘
ス
キ
ー
場

　

１
月
中
旬
利
用
開
始
予
定
で
す
。
こ
の
ス

キ
ー
場
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
滑
走
も
可

能
で
す
。
係
員
の
指
示
に
従
い
安
全
に
滑
走

願
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ソ
リ
で
の
滑
走
は
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

詳　

細　

生
涯
学
習
室�
☎
25

－

３
１
８
８

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

ミニ発掘ペンダント製作例
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10.31　螺湾保育所

10.24　足寄小学校

10.31　上利別保育所

10.31　芽登小学校

10.31　芽登保育所

10.31　螺湾小学校

11.14　町認定こども園どんぐり

10.31　大誉地小学校

発表会・学芸会

山
君
は
、
卓
球
競
技
の
知

的
障
が
い
少
年
の
部
に
出

場
。
３
人
の
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
抜

き
、見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

「
学
校
の
代
表
と
し
て
戦
っ
て

い
た
の
で
、
恥
ず
か
し
い
試
合
は

で
き
な
い
」
と
の
思
い
を
胸
に
試

合
に
望
ん
だ
畠
山
君
。

　

こ
れ
ま
で
全
道
大
会
に
出
場
し

た
経
験
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国

大
会
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
試

合
前
は
会
場
の
広
さ
や
選
手
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
先
生
か
ら
の

「
思
い
切
り
攻
め
て
い
け
」
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
「
相
手
を
左

右
に
揺
さ
ぶ
る
攻
撃
が
上
手
く
で

き
た
」
と
勝
因
を
語
っ
て
く
れ
ま

藤
君
は
、
足
寄
中
学
校
卓

球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
て
い
た
２
０
１
２
年
に
脳
梗
塞

を
発
症
し
、
そ
の
影
響
か
ら
右
半

身
に
ま
ひ
が
残
り
ま
し
た
。

　

４
カ
月
間
の
入
院
治
療
や
そ
の

後
の
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
の
間
で
も

「
卓
球
へ
の
情
熱
は
変
わ
ら
な
か

っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
佐
藤

君
。
そ
れ
ま
で
の
利
き
腕

で
あ
っ
た
右
手
か
ら
左
手

に
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
ち
替
え

卓
球
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
右
手
か
ら
左
手
に
変
え

る
と
、
全
然
感
じ
が
違
う
。

最
初
は
ラ
リ
ー
が
10
回
も

で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

皆
さ
ん
嫌
な
顔
も
せ
ず
練

し
た
。
ま
た
、
緊
張
の
た
め
優
勝
し

た
瞬
間
は「
実
感
が
沸
か
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

畠
山
君
が
卓
球
を
始
め
た
の
は
中

学
に
入
っ
て
か
ら
。
現
在
は
中
札
内

高
等
養
護
学
校
卓
球
部
に
所
属
す
る

傍
ら
、
週
末
に
は
実
家
の
あ
る
足
寄

に
戻
り
、
足
寄
町
卓
球
連
盟
の
メ
ン

バ
ー
ら
と
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。

習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し

ま
し
た
。

　

４
人
が
出
場
し
た
脳
原

性
ま
ひ
片
側
障
が
い
の
部

に
出
場
し
、
準
優
勝
を
果

た
し
た
佐
藤
君
。
全
国
大

会
独
特
の
緊
張
感
が
漂
う

中
で
も
、
こ
れ
ま
で
重
ね

た
日
々
の
練
習
か
ら
か
な
り
の
手
応

え
を
感
じ
て
い
た
と
の
こ
と
。「
優

勝
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分

ら
し
い
プ
レ
ー
が
で
き
た
」
と
充
実

感
を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
５
年

後
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
て
、
金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

畠
山
君
は
「
卓

球
連
盟
の
皆
さ
ん

や
学
校
の
友
人
ら

の
応
援
が
力
に
な

っ
た
。
支
え
て
く

れ
た
多
く
の
方
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
喜
び
の
言
葉
を

口
に
し
ま
し
た
。

「支えてくれた皆さんに感謝！」

「病気になっても卓球への思いは変わらない」

畠

佐

中札内高等養護学校２年

畠山　智哉君
Tomoya Hatakeyama

足寄高等学校３年

佐藤　伸哉君
Shinya Sato

10月24日から27日まで和歌山県で開催された

第15回全国障害者スポーツ大会の卓球競技で、

足寄町出身の２人が優勝と準優勝に輝きました。

全国の強豪と戦った二人にインタビューしました。
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消防通信　第14号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数�

（
11
月
30
日
現
在
）

救
急
出
動�

３
７
３
件
（
７
件
減
）

火
災
出
動�

10
件
（
７
件
増
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

そ
の
歴
史
は
、
江

戸
時
代
ま
で
さ
か

の
ぼ
る

　

出
初
式
の
起
源

は
、
今
か
ら
約
３

６
０
年
前
の
江
戸

時
代
、
１
６
５
９

（
万
治
２
）
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

当
時
、
江
戸
の

町
は
１
６
５
７
（
明
暦
３
）
年
に
発
生
し
た

明
暦
の
大
火
に
よ
り
、
い
ま
だ
焦
土
と
化
し

た
ま
ま
で
あ
り
、
苦
し
い
復
興
作
業
に
当
た

る
町
民
は
、
絶
望
的
な
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
、
翌
年
に
消
防
組
織
「
定
火
消
」
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
４
日
、
時
の
老

中
・
稲
葉
伊
代
守
正
則
は
、
定
火
総
勢
４
隊

を
率
い
て
、
上
野
東
照
宮
前
で
「
出
初
」
を

行
い
気
勢
を
上
げ
た
こ
と
が
、
町
民
に
大
き

な
希
望
と
信
頼
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
お
正
月
の
恒
例
行

事
と
し
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

出
初
式
は
消
防
職
・
団
員
の
心
意
気
を
示

す
と
同
時
に
、
士
気
を
鼓
舞
し
１
年
間
の
安

全
と
奮
闘
を
誓
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て

ま
い
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

足
寄
消
防
団
出
初
式
で
は
、
消
防
団
員
に

よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
式
典
で

は
防
火
や
消
防
活
動
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
へ
表
彰
状
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
消
防
出
初
式
を
次
の
通
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
ご
参
観

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
町
税
や

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
徴
収
金
は
、
福
祉
・

教
育
・
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
財

源
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
に

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督
促
状
を
発
送

し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
以
内
に
完
納
さ

れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
財
産
の
調
査
や
住

居
内
の
捜
索
を
行
い
、
法
に
従
っ
て
財
産
の

差
し
押
さ
え
な
ど
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

滞
納
を
放
置
し
て
差
し
押
さ
え
や
捜
索
を

受
け
る
こ
と
に
な
る
と
、
あ
な
た
の
経
済
的

事
情
や
社
会
的
信
用
が
大
き
な
打
撃
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
不
振
な
ど
、

納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
一
刻
も

早
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
い
税

金
や
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

宅
地
一
筆
（
60
坪
）、
家
屋
一
棟
、
レ
コ

ー
ド
、
軽
ト
レ
ー
ラ
ー
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
、
カ
ー
ス
テ

レ
オ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
液
晶
テ
レ
ビ
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
類

詳　

細　

住
民
課
税
務
室
収
納
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
３
７

詳　

細　

足
寄
消
防
署�

☎
25

－

２
６
１
９

消
防
出
初
式

旭
日
双
光
章

髙
橋
　
幸
雄
さ
ん

（
71
歳
・
中
足
寄
）

　

元
町
議
会
議
員
の
髙
橋
幸
雄
さ
ん

が
、

公
共
に
対
し
顕
著
な
功
績
の
あ
る
方
に

贈
ら
れ
る
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　

髙
橋
さ
ん

は
、
昭
和
50
年
に
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
、
以
来
９
期
36
年
間
に

わ
た
り
、
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識

見
を
も
っ
て
本
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
間
、
町
議
会
副
議
長
や
総

務
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
等
の
要
職

を
歴
任
し
た
他
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
や
池
北
三
町
行
政
事
務
組
合
議
員
と

し
て
、
本
町
の
地
域
行
政
の
振
興
発
展

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

〝生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
〟
〝自
分
の
意
思
で

応
援
し
た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
〟

制
度
で
す
。
そ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

〝使
い

道
〟
や
寄
附
し
た
人
に
贈
ら
れ
る

〝お
礼
の

品
〟
な
ど
、
全
国
各
地
の
自
治
体
の
ふ
る
さ

と
納
税
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
の

が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」。

　

月
間
４
千
万
回
以
上
も
閲
覧
さ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
内
の

〝み
ん
な
が
選
ぶ

お
礼
の
品
Ｔ
Ｏ
Ｐ
30
〟
加
工
品
等
の
部
門
で
、

あ
し
ょ
ろ
チ
ー
ズ
工
房
の
チ
ー
ズ
詰
め
合
わ

せ
が
見
事
４
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
応
援
に
感
謝
！

　

昨
年
６
月
か
ら
、
足
寄
町
で
は
町
外
に
住

む
方
が
１
万
円
以
上
寄
附
を
さ
れ
た
場
合
、

お
礼
の
品
と
し
て
町
特
産
品
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
寄
附
額
は
、
６
月
か
ら
翌

３
月
ま
で
の
10
カ
月
間
で
約
５
１
４
６
万
円

（
３
９
０
３
件
）。
今
年
は
特
典
品
の
充
実

な
ど
に
よ
り
寄
附
額
も
大
幅
に
増
え
、
11
月

末
で
約
１
億
１
１
１
８
万
円
（
８
２
４
３
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
知
り
合
い
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い

　

足
寄
町
の
特
産
品
に
直
接
触
れ
て
い
た
だ

き
、
足
寄
の
良
さ
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町
外
に
住
む
ご
友
人

や
お
知
り
合
い
の
方
に
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

滞納処分のための捜索の様子

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で

　

あ

し

ょ

ろ
チ
ー

ズ

工

房

「
チ
ー
ズ
詰
め
合
わ
せ
」
が
第
４
位
に
！

〝ほ
く
で
ん
〟
か
ら
の
お
知
ら
せ

節
電
に
ご
協
力
を
！

　

こ
の
冬
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
力

需
給
対
策
に
最
大
限
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

電
力
を
安
定
供
給
す
る
上
で
最
低
限
必
要
な

供
給
予
備
率
は
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
北
海
道
は
他
電
力
か
ら

の
電
力
融
通
に
制
約
が
あ
る
こ
と
や
発
電
所

１
機
の
ト
ラ
ブ
ル
停
止
が
予
備
率
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い
こ
と
、
厳
寒
で
あ
る
た
め
万

が
一
の
電
力
需
給
の
ひ
っ
迫
が
、
国
民
の
生

命
、
安
全
を
脅
か
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な

ど
冬
季
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、
多
重
的
な
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範
囲

で
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細　

北
海
道
電
力
株
式
会
社

　
　
　
　

帯
広
支
店
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
１
６
１

●
節
電
を
お
願
い
し
た
い
期
間
・
時
間
帯

12
月
１
日
㈫
～
３
月
31
日
㈭

※
12
月
29
日
㈫
～
31
日
㈭
ま
で
を
除
く

平
日　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

平成28年足寄消防団出初式

分団名 日　　　　　時 サイレン吹鳴 場　　　　　　所

第１分団 1月4日㈪ 午前10時－

午前８時

消防総合庁舎

第２分団 1月5日㈫ 午前11時－ 大誉地老人健康増進センター

第３分団 1月6日㈬ 午後１時30分－ 芽登老人健康増進センター

第４分団 1月5日㈫ 午後１時30分－ 上利別老人健康増進センター

第５分団 1月4日㈪ 午後１時30分－ 上足寄老人健康増進センター

滞

納

整

理

を

強

化

し

て

い

ま

す
！

ス
ト
ッ
プ
！
税
の
滞
納

差

し

押

さ

え

公

売

実

績

（
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
実
績
）
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料金請求画面の例

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
37
回

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
伴
い
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど
の
新

し
い
ト
ラ
ブ
ル
も
次
々
と
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
つ
も
り
じ
ゃ
な
い
の
に
！

～
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
か
ら
の
請
求
に
注
意
～

　

特
殊
詐
欺
の
相
談
件
数
が
４
年
連
続
で
最

も
多
い
の
が
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
か
ら
の
請

求
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
料
が
有
料
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
な
い
ま
ま
サ
イ
ト
を
進

ん
で
い
く
と
登
録
完
了
と
な
り
、
料
金
を
請

求
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
サ
イ

ト
を
閲
覧
し
て
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー
ス
も

目
立
っ
て
い
ま
す
。
業
者
に
お
金
を
払
う
前

の
相
談
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
一
方
「
画

面
に
表
示
さ
れ
た
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
を

し
た
ら
、
支
払
う
よ
う
に
強
く
言
わ
れ
、
焦

っ
て
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
」
等
の
支
払
い
後

の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
当
事
者
の
属
性
を
分
析
す
る
と
男
女

を
問
わ
ず
、
最
近
で
は
60
歳
以
上
の
人
か
ら

の
相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

●
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
は
不
用
意
に

　

ア
ク
セ
ス
し
な
い

　

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
は
、
不
用
意
に
ア
ク

セ
ス
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で

「
無
料
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
て
検

索
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
無
料
サ

イ
ト
で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
別
の
サ
イ
ト
や
広
告
等
か
ら
ア
ダ

〝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〟
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
で
す
！

便
利
な
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
申
請
し
ま
せ
ん
か

法
定
調
書
提
出
義
務
者
・
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
へ

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
顔
写
真
付
き
だ
か
ら
、

本
人
確
認
も
こ
れ
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
！

本
人
へ
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票
や
支
払
通
知
書

等
へ
の
個
人
番
号
の
記
載
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　

通
知
カ
ー
ド
が
届
い
た
後
に
申
請
す
る
と

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
初
回

の
み
無
料
）。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
は
顔
写
真
や
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

な
ど
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
公
的
身
分
証
明

書
と
し
て
も
利
用
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
カ
ー
ド
で
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
ｅ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
税
や
年
金
に
関
す
る
情
報
な
ど
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
性
の
高
い
情
報
は
記
録
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
か
ら
全
て

の
個
人
情
報
が
分
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
交
付
準
備
が
整
い

次
第
、
順
次
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
お

送
り
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

●
郵
送
で
の
申
請

　

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
個
人

番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明
書
発

行
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
顔
写

真
を
貼
っ
て
、
同
じ
く
同
封
さ
れ
て
い
る
返

信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
申
請

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
顔
写
真
を
撮
影

し
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼
電
子

証
明
書
発
行
申
請
書
」
に
記
載
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
10
月
２
日
に
所
得
税
法
施
行
規

則
等
の
改
正
が
行
わ
れ
、
行
政
手
続
き
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

等
に
関
す
る
法
律
施
行
後
の
平
成
28
年
１
月

以
降
も
、
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
る
方

に
交
付
す
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
へ
の
個
人
番

号
の
記
載
は
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※
個
人
番
号
の
記
載
が
不
要
と
な
る
税
務
関

係
書
類
は
、
次
に
記
載
の
通
り
で
す
。

　

な
お
、
法
定
調
書
提
出
義
務
者
お
よ
び
源

泉
徴
収
義
務
者
が
税
務
署
に
提
出
す
る
給
与

支
払
報
告
書
な
ど
に
は
個
人
番
号
の
記
載
が

必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

《
改
正
の
背
景
》

　

今
回
の
改
正
は
、
本
人
交
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
に
個
人
番
号

を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
交
付
の
際

に
個
人
情
報
の
漏
え
い
ま
た
は
滅
失
等
の
防

止
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
生
じ
、

従
来
よ
り
も
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ
と
に
な
る

こ
と
や
郵
便
事
故
等
に
よ
る
情
報
流
出
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
と
い
っ
た
声
に
配
慮
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

個
人
番
号
の
記
載
が
不
要
と
な
る
税
務
関
係
書
類

（
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
る
方
に
交
付

す
る
も
の
に
限
る
）

・
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票

・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

・
配
当
等
と
み
な
す
金
額
に
関
す
る
支
払
通

知
書

・
オ
ー
プ
ン
型
証
券
投
資
信
託
収
益
の
分
配

の
支
払
通
知
書

・
上
場
株
式
配
当
等
の
支
払
通
知
書

・
特
定
口
座
年
間
取
引
報
告
書

〔
平
成
28
年
１
月
実
施
予
定
の
も
の
〕

・
未
成
年
者
口
座
年
間
取
引
報
告
書

・
特
定
割
引
債
の
償
還
金
の
支
払
通
知
書

詳　

細　

役
場
住
民
課
課
税
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
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《
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
》

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
動
画
を
見
よ
う
と
し

て
年
齢
確
認
画
面
で
「
18
歳
以
上
」
や
規

約
に
同
意
す
る
画
面
で
「
は
い
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
「
登
録
完
了
。

○
日
以
内
に
△
万
円
支
払
う
よ
う
に
」
と

い
う
請
求
画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
慌
て
て

画
面
を
消
し
て
し
ま
っ
た
が
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
。

ア

ダ

ル

ト

サ

イ

ト

に

関

す

る

請

求

ト

ラ

ブ

ル

の

対

処

法

ル
ト
サ
イ
ト
に
誘
導
さ
れ
る
場
合
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

最
近
の
相
談
事
例
で
は
、
１
回
の
ク
リ
ッ

ク
な
ど
で
す
ぐ
に
登
録
と
な
る
の
で
は
な
く
、

年
齢
の
確
認
や
利
用
規
約
へ
の
同
意
を
求
め

る
表
示
や
「
は
い
」「
い
い
え
」
の
ボ
タ
ン

が
あ
る
と
き
、
再
生
ボ
タ
ン
を
複
数
回
ク
リ

ッ
ク
さ
せ
る
と
き
な
ど
は
有
料
で
あ
る
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。

●
慌
て
て
業
者
に
連
絡
し
な
い
！

　

料
金
の
請
求
画
面
を
表
示
さ
せ
る
際
、
次

の
よ
う
に
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
個
体
識
別
番
号
等
が
表
示
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
業
者
が
消
費
者

の
名
前
や
住
所
、
連
絡
先
等
を
特
定
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

請
求
画
面
に
は
、
請
求
金
額
と
併
せ
て
「
退

会
は
こ
ち
ら
」「
誤
操
作
の
方
は
こ
ち
ら
」

な
ど
と
い
っ
た
ボ
タ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ク
リ
ッ
ク
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
電
話
や

メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
よ
う
仕
向
け
ら
れ
ま
す

が
、
一
度
連
絡
し
て
し
ま
う
と
業
者
か
ら
支

払
い
を
強
く
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
消

費
者
の
電
話
番
号
や
名
前
等
、
個
人
情
報
を

業
者
に
教
え
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
個
人
情
報
の
取
得
だ
け
を
目
的
に
し

て
い
る
業
者
も
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
る

場
合
、
す
ぐ
に
電
話
発
信
や
メ
ー
ル
送
信
が

で
き
、
業
者
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

業
者
に
は
決
し
て
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
お
金
は
支
払
わ
ず
に
、
消
費
生
活
相
談
所

な
ど
に
相
談
す
る

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を
さ
れ
、
請
求
内

容
に
納
得
で
き
な
い
場
合
は
、
慌
て
て
支
払

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
業
者
に
支
払
っ
て
し

ま
う
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
気
付
い
て
返
金
を
求

め
よ
う
に
も
連
絡
が
つ
か
な
い
等
、
お
金
を

取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

業
者
に
連
絡
し
た
り
、
支
払
っ
た
り
せ
ず
、

ま
ず
は
消
費
生
活
相
談
所
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

申 

請 

方 

法

交 

付 

時 

期



知っとく！認知症
「認知症の症状」の巻

第３回

2021

行動・心理症状は、こんな風に現れるニン�

　

前
回
の
「
知
っ
と
く
！
認
知
症
」
で
は
、

認
知
症
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
た
ニ
ン
。

　

今
回
は
「
認
知
症
の
症
状
」
に
つ
い
て
よ

り
詳
し
く
お
知
ら
せ
す
る
ニ
ン
！

認
知
症
で
生
じ
る
二
つ
の
症
状
を
知
ろ
う
！

　

認
知
症
の
症
状
は
「
中
核
症
状
」
と
「
行

動
・
心
理
症
状
」
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

「
中
核
症
状
」
は
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
だ

り
働
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
た
結
果
、
直
接

起
こ
る
症
状
で
、
認
知
症
本
来
の
症
状
で
す
。

中
核
症
状
に
は
進
行
を
遅
く
す
る
治
療
は
あ

り
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
治
ら
な
い
症
状
で

す
。

　

一
方
「
行
動
・
心
理
症
状
」
は
、
中
核
症

状
を
も
と
に
本
人
の
性
格
や
周
囲
と
の
関
わ

り
方
、
環
境
な
ど
が
関
係
し
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
二
次
的
な
症
状
で
す
。〝
物
盗
ら
れ
妄
想
〟

や
〝
徘
徊
〟
と
い
っ
た
行
動
・
心
理
症
状
は
、

必
ず
し
も
全
員
に
現
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

現
れ
方
も
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

「
行
動
・
心
理
症
状
」
は
、
治
療
や
周
囲

の
対
処
、
環
境
の
整
え
方
な
ど
に
よ
っ
て
改

善
が
期
待
で
き
ま
す
。

《
中　

核　

症　

状
》

●
記
憶
障
が
い
～
少
し
前
の
こ
と
を
忘
れ
る

●
見
当
識
障
が
い
～
日
時
や
場
所
、
人
な
ど

が
分
か
ら
な
く
な
る

●
実
行
機
能
障
が
い
～
日
常
生
活
に
必
要
な

作
業
が
こ
な
せ
な
く
な
っ
た
り
、
計
画
の

立
案
や
実
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る

●
理
解
・
判
断
力
の
低
下
～
考
え
る
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
な
っ
た
り
、
二
つ
以
上
の
こ
と

が
理
解
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る

《
行
動
・
心
理
症
状
》

●
行
動
症
状
～
徘
徊
、
暴
言
・
暴
力
、
抵
抗
、

活
動
量
の
低
下
、
不
潔
行
為
な
ど

●
心
理
症
状
～
不
安
、
焦
燥
感
、
う
つ
状
態
、

睡
眠
障
が
い
、
興
奮
、
依
存
、
妄
想
な
ど

改
善
が
期
待
で
き
る
行
動
・
心
理
症
状

　

認
知
症
に
な
る
と
必
ず
し
も
物
盗
ら
れ
妄

想
や
徘
徊
な
ど
の
行
動
・
心
理
症
状
が
出
現

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
適
切
な
治
療
や
周
囲

の
対
処
、
環
境
の
整
え
方
で
症
状
を
抑
え
た

り
、
改
善
し
た
り
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
認
知
症
の
方
の
立
場
に
な

っ
て
、
そ
の
行
動
の
原
因
や
理
由
を
考
え
、

本
人
の
ペ
ー
ス
で
本
人
が
で
き
る
こ
と
を
生

か
し
た
関
わ
り
を
心
掛
け
る
こ
と
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
認
知
症
の
方
だ
け
で
は
な
く
周

囲
の
人
た
ち
も
楽
に
な
り
、
穏
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
現
実
に
は
そ
う
う
ま
く
い
か

な
い
場
合
も
少
な
く
な
く
、
と
り
わ
け
よ
り

身
近
に
い
る
家
族
の
場
合
は
、
介
護
負
担
が

非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。

詳　
　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
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●
物
盗
ら
れ
妄
想
の
例

財
布
を
し
ま
っ
た
場
所
が
思
い
出
せ
な
い

〔
記
憶
障
が
い
・
見
当
識
障
が
い
〕

↓

自
分
が
忘
れ
る
は
ず
は
な
く
、
普
段
部
屋

に
入
る
の
は
家
族
だ
け
だ

↓

家
族
が
盗
ん
だ
と
思
い
込
む

〔
行
動
・
心
理
症
状
で
あ
る
妄
想
〕

好循環 対応の仕方を変えると…

認知症になり

失敗ばかり続いている

悪循環

認知症になり

失敗ばかり続いている

ますます行動・心理症状が

強くなる

症状が改善し

認知症の進行も穏やかになる

周りの人が

失敗を

とがめる

周りの人が

失敗を

理解する

認知症が

急速に

悪化する

介護者も

心に余裕が

出てくる

⬇

⬇⬇

⬇

⬇⬇

脳

ド

ッ

ク

受

診

の

ス

ス

メ

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

脳
ド
ッ
ク
で
分
か
る
こ
と
っ
て
何
？

・
脳
腫
瘍
（
脳
の
が
ん
）

・
脳
動
脈
瘤
（
脳
の
血
管
の
こ
ぶ
）

・
無
症
候
性
脳
梗
塞
（
症
状
の
出
る
前
の
軽

い
脳
梗
塞
）

　

な
ど
の
脳
の
病
気
を
症
状
の
な
い
う
ち
に

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

脳
の
病
気
も
身
体
の
他
の
病
気
と
同
じ
よ

う
に
、
後
遺
症
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

ど
ん
な
検
査
を
す
る
の
？

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ

　

磁
気
、
電
磁
波
を
利
用
し
て
脳
全
体
を
撮

影
し
、
輪
切
り
に
し
た
映
像
で
腫
瘍
や
梗
塞

な
ど
の
異
常
が
な
い
か
診
断
し
ま
す
。

●
Ｍ
Ｒ
Ａ

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
同
じ
よ
う
に
磁
気
、
電
磁
波
を

利
用
し
て
脳
の
血
管
の
様
子
を
撮
影
し
ま
す
。

動
脈
瘤
や
動
脈
の
詰
ま
り
、
血
管
の
奇
形
な

ど
の
異
常
が
な
い
か
診
断
し
ま
す
。

●
血
液
検
査

　

糖
尿
病
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
異
常
な
ど
動

脈
硬
化
や
脳
の
病
気
に
結
び
付
く
異
常
の
有

無
を
診
ま
す
。

　

こ
の
他
に
検
診
機
関
に
よ
り
「
頸
動
脈
エ

コ
ー
」（
首
の
動
脈
の
血
液
の
流
れ
を
見
る

こ
と
で
動
脈
硬
化
の
程
度
が
分
か
り
ま
す
）

等
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

検
査
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

　

磁
気
を
利
用
し
た
検
査
の
た
め
、
体
の
中

に
金
属
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る

方
は
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
検
査
は
狭
い
ト
ン
ネ
ル
状
の
機
械
に
入

っ
て
受
け
ま
す
の
で
、
狭
い
場
所
が
苦
手
な

方
は
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

足
寄
町
で
は
脳
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

通
常
２
万
円
程
度
掛
か
る
受
診
費
用
の
う

ち
、
１
万
円
を
町
費
で
助
成
し
て
い
ま
す
の

で
、
１
万
円
程
度
の
個
人
負
担
で
脳
ド
ッ
ク

を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
助
成
は
一

人
に
つ
き
３
年
に
１
回
）。

　

な
お
、
本
年
度
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
は
４
月
頃
に
募
集
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
自
治
会
回
覧
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

足
寄
町
の
脳
ド
ッ
ク
の
結
果
は
？

　

平
成
26
年
度
は
、
91
人
（
男
性
34
人
・
女

性
57
人
）
の
方
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
27
人
の
方
に
無
症
候
性
脳
梗

塞
や
動
脈
瘤
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
多

数
は
す
ぐ
に
治
療
が
必
要
で
は
な
く
経
過
を

見
て
い
く
と
の
診
断
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
27
人
の
方
々
は
、
も
し
も
脳
ド
ッ

ク
を
受
診
し
な
け
れ
ば
気
が
付
か
な
い
う
ち

に
病
気
が
進
行
し
、
自
覚
症
状
が
現
れ
て
初

め
て
治
療
を
開
始
す
る
と
い
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
以
外
に
も
血
液
検
査
で
糖
尿
病

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
異
常
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
方
も
お
り
、
放
置
す

る
と
動
脈
硬
化
が
進
み
脳
や
心
臓
の
病
気
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。

脳
ド
ッ
ク
は
毎
年
受
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？

　

受
診
結
果
に
も
よ
り
ま
す
が
、
異
常
が
な

け
れ
ば
４
～
５
年
に
１
回
の
受
診
で
十
分
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
動
脈
瘤
が
あ
る
と
き
な
ど
、
定

期
的
に
経
過
を
見
る
必
要
が
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
検
査
結
果
の
説
明
の
際
に
し

っ
か
り
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
予
防
検
診
担
当

�

☎
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－

２
５
７
１
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　本別町歴史民俗資料館では、企画展「ほんべ

つ鉄道物語～ふるさとをのせて～」を開催して

います。駅や列車の写真、看板や道具など懐か

しい実物資料から本別の発展を支えた鉄道の歴

史を振り返ります。ぜひご来場ください。

期　間　平成28年２月27日㈯まで

時　間　・火曜日－金曜日

　　　　　午前９時－午後４時

　　　　・土曜日　午前９時－午後３時

※日曜日、月曜日、祝日、年末年始は休館です。

場　所　本別町歴史民俗資料館

入館料　無料

詳　細� 本別町歴史民俗資料館

� ☎２２－２１４１内線４１０

資料館企画展「ほんべつ鉄道物語
～ふるさとをのせて～」

１０００本限定「しばれ君・
つららちゃんチョコ」販売中

　陸別のゆるキャラ「しばれ君・つららちゃん」

をパッケージに使用した「りくべつまちチョコ」

が販売中です。チョコはフェアトレード（公平

貿易）による商品で、味は４種類。１０００本

限定販売となりますので、陸別にお越しの際は

ぜひお買い求めください。

種類・価格　ホワイトクリスピー・ヘーゼルナ

ッツ・ミルク・オレンジ　各３３０円

販売場所　陸別町観光物産館（道の駅内）ほか

詳　細　陸別町観光物産館　☎２７－２０１２

ご存じですか
「無期転換ルール」

子宮頸がん等ワクチンを
 接種したことのある方へ

雪による被害を
防止しましょう

福祉職場説明会を
開催します

水道管の凍結にご注意を

冬の暴力追放運動実施中

防衛大学校学生募集

自賠責保険・共済の
期限切れにご注意ください

戦後海外から引き揚げて
来られた方々へ

　無期転換ルールとは、有期労働

契約が反復更新されて通算５年を

超える場合、労働者の申し込みに

より期間の定めのない労働契約（無

期労働契約）に転換できるもので

す。

　円滑な無期転換のため、事業主

の方は現場における有期契約労働

者の活用実態を把握し、無期転換

ルールへの対応の方向性を検討し

ましょう。

詳　細� 北海道労働局

� 労働基準部監督課

� ☎０１１－７０９－２３１１

　平成25年３月31日までに市町村

が実施したヒトパピローマウイル

スワクチン、ヒブワクチン、小児

用肺炎球菌ワクチンのいずれかを

接種した方で、接種後何らかの症

状が出たことはありませんか。そ

れらの症状にワクチン接種との関

連性が認定されると、医療費・医

療手当てが支給される場合があり

ます。

　なお、認定を受けるためには、

㈫独医薬品医療機器総合機構に請求

する必要がありますが、支給対象

となるのは、請求した日からさか

のぼって５年以内に受けた医療に

限られますので、ご注意ください。

　具体的な請求方法、必要書類や

その記載方法等については、相談

窓口にお問い合わせください。

《相談窓口》

㈫独医薬品医療機器総合機構

,０１２０－１４９－９３１

詳　細� 帯広保健所健康推進課

� ☎０１５５－２６－９０８４

　毎年、除雪作業中の死傷事故や

吹雪に巻き込まれての遭難事故な

ど、雪による被害が後を絶ちませ

ん。日頃から気象情報に注意して、

暴風雪が予想されるときは外出を

避けましょう。車で外出するとき

は万一に備え、携帯電話を所持し

てください。運転していて危険を

感じたら、無理をせずに道の駅や

コンビニエンスストアなどで天気

の回復を待ちましょう。また、屋

根の雪下ろしは複数人で行い、周

囲を確認しながら作業しましょう。

詳　　細� 道総務部危機対策局

� 危機対策課防災グループ

� ☎０１１－２３１－４１１１

　福祉職場への就職を希望する方

を対象に、就職活動に役立つセミ

ナーと職員採用予定のある福祉職

場の人事担当者との相談会を無料

で実施します。

日　時　12月27日㈰
　　　　午前11時－午後３時30分

場　所　とかちプラザ

対　象

・福祉職場への就職を希望する方、

学生（平成27年度卒業予定者）

・福祉人材バンクに求職登録をし

ている方

詳　細� 帯広市社会福祉協議会

� 帯広市福祉人材バンク

� ☎０１５５－２７－２５２５

　冬季間（12月－翌３月）にかけ

て水道管の凍結事故が多発します。

冬季間の水道の凍結には普段から

気を付けるようにしましょう。

　旅行等で長期間家を空けるとき

や真冬日が続いたときは特に注意

が必要です。必ず水落としを行い

ましょう。

　また、水道管が凍結または破裂

した場合は、速やかに水道業者に

連絡し修理を行ってください。

町内水道業者

㈱河向組� ☎２５－２６６９

㈲コミヤマ� ☎２５－５７６５

㈲白沢文栄堂� ☎２５－２４１０

㈱マルヨ産業� ☎２５－３０２９ 

㈲武藤住設� ☎２５－２４３７

詳　細� 役場建設課上下水道室

� 上下水道業務担当

� ☎２５－２１４１内線３５４

　冬は、暴力犯罪や少年非行が多

発する時季です。社会全体で北海

道から暴力団の排除を推進し、明

るく住み良い郷土を作りましょう。

　また、暴力の被害に遭ったり見

聞きしたりした場合は、１１０番

通報しましょう。

　暴力に関してお困りの方は、暴

力追放センターにご相談ください。

詳　細� 北海道暴力追放センター

� ☎０１１－２７１－５９８２

応募資格　高卒（見込みを含む）

　21歳未満の方

受付期間

　平成28年１月20日㈬－29日㈮
試 験 日　平成28年２月20日㈯
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所

� ☎０１５５－２３－８７１７

　自賠責保険・共済は、万一の自

動車事故の際の基本的な対人賠償

を目的として、全ての自動車に加

入が義務付けられています。自賠

責保険・共済なしでの運行は法令

違反ですので、ご注意ください。

詳　細� 北海道運輸局

� 帯広運輸支局

� ☎０１５５－３３－３２８６

　税関では、戦後海外から引き揚

げて来られた方々からお預かりし

た、次のような未返還の保管証券

類をお返ししています。

・終戦後、海外から引き揚げて来

られた方々が上陸地の税関・海

運局に預けられた通貨や証券

・帰国前に樺太（真岡、大泊、豊

栄、留多加など）、満州（瀋陽、

吉林、撫順、鞍山など）にあっ

た在外公館、日本人自治会に預

けられた通貨・証券等のうち日

本に返還されたもの

詳　細� 函館税関監視部

� ☎０１３８－４０－４２４４

冬期間の通行止めについて

　上螺湾－雌阿寒温泉間の道道、町道、林道置戸・阿寒線（旧緑資源幹

線林道）が次の通り冬期間通行止めになります。

通行止め区間

①②道道モアショロ原野螺湾足寄停車場線　③町道雌阿寒オンネトー線

④道道オンネトー線　⑤林道置戸・阿寒線（旧緑資源幹線林道）

通行止め期間

①④⑤平成28年４月８日㈮午前10時まで

②③平成28年５月12日㈭午前10時まで

※予定のため、変更になる場合があります。

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・髙橋勝伸さ
ん（西町７丁目）

から福祉の推進のために

� ５万円

募　　集

お知らせ
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☆ここ最近、小学校や保育園に取材に

行く機会が多く、子どもたちの元気

な姿に癒されています。

☆先日、３歳半になる子どもを持つ友

人に会いに行きました。３歳半にも

なると言葉も大分覚えたようで、私

を見るなり「サッカーしよう！」と

誘ってくれました。

☆しかし手に持っているものはなんと

ブーメラン。「え？サッカーだよね

　？」とうろたえていると「サッカー

知らないの？」と言われてしまう始

末。それはこっちのせりふだよ…。

☆結局彼の言うサッカーとは、ブーメ

ランを投げてひたすら追いかけると

いう謎の競技でした。

矢野　由
ゆう

悟
ご

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年12月８日生まれ）

　アンパンマン号を巧みに乗り

回す由悟。ハンドル操作は見事

です。そのテクニックを駆使し

て、人生という名の荒波も華麗

に乗りこなしてください。

� 孝典・千鶴さ
んの子

� （中矢）

　11月11日に行われた、町認定こども園どん

ぐり「発表会総練習」でのスナップです。

� （⇒14ページ）　

ひとのうごき
11月末の住民基本台帳

人　口　　７，２２６　人　（－９)

　男　　　３，５１９　人　（－５)

　女　　　３，７０７　人　（－４)

世　帯　　３，５４０世帯（－４)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

阿部　　蓮
れん

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年12月20日生まれ）

　いつもお姉ちゃんのまねばか

りしているけど、全然できず泣

いています。元気過ぎて困るの

で、もう少しおとなしく、でも

元気に育ってね。

� 麻央・陽さ
んの子

� （上螺湾）
谷口　涼

りょ

音
おと

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年12月12日生まれ）

　お姉ちゃんが大好きで、走っ

たり踊ったりとまねばかりして

います。いつもみんなを笑わせ

てくれるひょうきん者です。こ

れからも姉弟仲良くね。

� 尚謙・奈穂美さ
んの子

� （南３条５丁目）


